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北日本病虫研報 64 : 25-28 (2013) 

Ann. Rept. Plant Prot. North Japan 

宮城県の一地域における水稲品種「つや姫jの数種病害発生状況

佐藤直紀*・鈴木智貴*.宮野法近*

Occurrence of Some Rice Diseases in the Rice Cultivar “Tsuyahime" in one of the Areas 

of Miyagi Prefecture 

Naoki SATOへTomotakaSUZUKI* and Norichika MIYANO* 

2012年9月に宮城県中部の平坦地域において特別栽培米として栽培された「つや姫」栽培ほ場で，い

もち病，紋枯病，稲こうじ病の発生状況を調査したいもち病は穂いもちが確認され，主に枝梗いもちの

発生であった.紋枯病については，発生は少なかった.稲こうじ病については，周辺の「ひとめぼれ」と

比較して発生が多かった以上から，いもち病については今後の発生を注視しつつ，予防防除は徹底して

行うこと，紋枯病については要防除水準に基づいた適期防除を指導すること，本県においては発生が多い

可能性が考えられた稲こうじ病については，適期防除を逃さず防除を行う必要があると考えられた

Key words: blast， cultivar “Tsuyahime"， false smut， rice， sheath blight 

「つや姫」は山形県農業総合研究センター水田農業試

験場において育成された品種で，晩生の良質・良食味品

種，短秤，耐倒伏性に優れる (11) これらの品種特性

をもっ本品種は，宮城県において仙台湾沿岸や平坦部を

作付け対象に2009年に奨励品種に採用された.奨励品

種に採用後，作付面積が2012年には1.505haと県全体

の2.4%を占め，今後も作付けの拡大が見込まれている.

このことから，宮城県での「つや姫」における適切な防

除対策を構築するための資として，県中部平坦の一地域

において作付けされていた「つや姫」について，主要病

害であるいもち病および紋枯病に加え，稲こうじ病の発

生状況を調査した

材料および、方法

調査は2012年9月中旬に宮城県の中部に位置する黒

川郡大和町の「つや姫」特別栽培ほ場にて実施した.な

お，隣接した「ひとめぼれ」のほ場も参考として調査し

た(第1図).調査ほ場の面積は30aであり， Iつや姫」

栽培ほ場 13ほ場， Iひとめぼれ」栽培ほ場 17ほ場を対

象に調査を実施した.Iひとめぼれ」栽培ほ場のうち，
5， 6， 13， 16， 17は特別栽培ほ場であり，その他は普

通栽培ほ場である(第l図) 今回調査した特別栽培ほ

場はいずれも，温湯浸漬による種子消毒，箱施用剤(ジ

*宮城県古川農業試験場

ノテフラン・プロベナゾール粒剤)による葉いもち防除

を行っており，穂、いもちおよび紋枯病については防除を

行っていない 「ひとめぼれ」の普通栽培ほ場について，

移植時に箱施用剤を施用しているが，その他の防除暦に

ついては不明である.いもち病の調査は，穂首いもちと

枝梗いもちについて調査し 後者はさらに発病程度から

2つに分け，以下の方法により穂いもち被害度を算出し

た.A:穂首いもちの発病穂率， B:校梗いもちのうち

穂の 1/3以上が枯死した発病穂率， C:枝梗いもちのう

ち枯死した部分が113未満の発病穂率として，計算式

A + B x 0.66 + C x 0.26にあてはめて被害度とした 調査
株数は「つや姫」では 100株， Iひとめぼれ」では 25株

調査とした.また，本病のみ調査ほ場を「つや姫J1-
4， 7-10， 12， 14， 15， 20， 21の13ほ場， Iひとめぼ

れJ5， 6， 11， 13の4ほ場とした(第l図).ほ場番号
1-15についてほ場東側の畦畔際，ほ場番号20，21に

ついてはほ場西側の畦畔際を調査した

紋枯病の調査は各ほ場の南側畦畔際のl条目について連

続した5∞株の発病株数を調査し，発病株卒を算出した

稲こうじ病の調査は各ほ場の南側畦畔際より l条目と

2条目の連続した 500株，計1，000株を調査し，発病株率

を算出した.また，発病株については病粒数を調査し，

ほ場ごとの株あたり病粒数を算出した

Miyagi Prefectural Furukawa Agricultural Experiment Station， 88 Fukoku， Furukawa Osaki， Os必ci，Miyagi 989-6227， 

Japan 
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第2図 ほ場ごとの穂いもち被害度

グラフ上のOは発病度Oを示す
穂いもち被害度の算出方法
A 穂首いもち， B 枝梗いもち113以上，C 校緩い

もち1/3未満で，程度別の発病穂率 (96)を算出
被害度=A + 0.66B + 0.26C 
「つや姫」の調査ほ場， 1-4， 7-10， 12， 14， 15， 20， 
21. Iひとめぼれ」の調査ほ場は5，6， 11， 13の4ほ
場
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第1図 調査を実施したほ場の概要図

いもち病については「つや姫」の調査ほ場 1-4，7-

10， 12， 14， 15， 20， 21 

「ひとめぼれ」の調査ほ場は 5，6， 11. 13の4ほ場
紋枯病，稲こうじ病については「つや姫」の調査ほ場

は1-4，7-10， 12， 14， 15， 20， 21 

「ひとめぼれ」の調査ほ場は 5，6， 11， 13， 
22-30. 

注2) 特別栽培ほ場は「つや姉」はすべてのほ場， Iひとめ
ぼれ」は 5，6， 13， 16， 17. Iひとめぼれ」の普通栽
培ほ場は 18，19， 22-30 
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第3図 紋枯病の発病株率の比較

図は箱ひげ図でひげ:最大~最小，箱 四分位範囲，

箱内の横線 中央値， n 調査ほ場数を示す。
Wilcoxonの順位和検定 n.s 品種間 596で発病株率
に有意差なし

稲こうじ病は，調査したほ場のうち「ひとめぼれ」の

2ほ場を除くすべてで発生が認められ，発病程度は中発

生がlほ場，残りは少発生であった.品種間で比較した

場合， Iつや姫」栽培ほ場では発病株率および株あたり
病粒数が「ひとめぼれ」栽培ほ場のそれらと比較して有

意に多かった(第4図，第5図)• 
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結果

いもち病について，葉いもちは「つや姫」では確認さ

れず， Iひとめぼれ」では認められたものの発生は極め
て少なかった 穂いもちは， Iつや姫」の 13ほ場中 8ほ
場で発生が確認された，被害度はいずれも l以下の極少

発生であった (第 2図) このうち，穂首いもちが認め

られたのは3ほ場のみでかっそれぞれ1本であり，他は

すべて枝梗いもちであった 一方， Iひとめぼれ」では
穂首いもちが4割を占め，穂いもち被害度では 0，3-4.2

と，いずれも「つや姫」よりも多い傾向が認められた

(第2図)

紋枯病は「つや姫J，Iひとめぼれ」いずれも調査した
ほ場すべてで発生が認められたものの，発病株率の差は

認められなかった(第3図) また，発病株率は 5%以

下の少発生であった (5)



生は認められなかった.穂いもち被害度は l以下と，防

除暦が不明のほ場を含むが隣接した「ひとめぼれ」より

少ない傾向が認められた宮城県では真性抵抗性遺伝子

は日Iを保有する「ひとめぼれjおよび「まなむすめ」

が作付面積の 9割を占めており (4，6)，県内に優占す

るいもち病菌レースは 007.0と推定される (7，12).一

方， rつや姫jには Pii，Pikが導入されており (11)， 
今回の調査にて真性抵抗性が発生量に影響した可能性

がある.今後の生産現場における対応として，導入し

た抵抗性品種の抵抗性が崩壊する事例がある (1，3)こ

と，本調査で穂いもちの発生が確認されたことから，

「つや姫」栽培ほ場においても，他品種と同様に予防を

主体としたいもち病防除を徹底して行う必要があると考

えられた.

紋枯病は「つや姫jにおいて発生が認められたが，

「ひとめぼれjと比較し発病株率の差は認められなかっ

た本病は擢病株上に菌核を形成し，次年度の伝染源と

なることや，稲株の草型などが発病に影響する (8).今

回調査したほ場はすべて前年の作付けが水稲で，前年の

発生程度について本年度の作付け品種別に発生程度を比

較したところ，両ほ場開で発生程度に差は認められなか

った.加えて，両品種の茎数にも差は認められなかった

ことから，本病の発病する条件としては同一であったと

考えられた.ただし，本調査では「ひとめぼれ」で防除

暦が不明なほ場を含むこと，発生量が少なく要防除水準

以下の発生で差が判然としなかったことも考慮し，今後

は発生を注視しながら要防除水準に基づく適期防除を指

導する必要があると考えられた.

稲こうじ病については， 1ほ場で中発生であったもの

の，発病が認められたその他のほ場では少発生であっ

た.本病は穂ばらみ期の低温・多雨で発生が多くなる傾

向があり (9)，本調査の場合平年より出穂期前の気温

は高く，降雨が少なかったため，本病の発生には不適で

あった.また， rつや姫」では「ひとめぼれ」と比較し
て発生が多かった 本病は土壌中の厚壁胞子が伝染源と

なり発病に影響することが明らかにされているが (2)，

土壌中の菌量を定量した結果， rつや姫」と「ひとめぼ
れ」のほ場開で差は認められなかった(データ未掲載)• 

一方，本病は晩生品種で発生が多い傾向があり (10)， 

「つや姫Jは本県では極晩生品種に位置づけられること
から，本種の発生が比較的多かった要因としては品種の

特性が影響した可能性が考えられたこのため，単年度

の結果ではあるが，本県においては「つや姫」は「ひと

めぼれ」よりも稲こうじ病が発生しやすい可能性が推察

され，適切な防除を行う必要があると考えられた.

本県では今後本品種の作付けがさらに拡大する見込み

であり，適切な防除指導のため，継続して生産現場にお

ける発生実態調査を行うことが重要である.
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考察

「つや姫jは宮城県において2009年に奨励品種として

採用されて以降作付けが拡大している.一方，本品種は

原則として特別栽培が求められ農薬使用成分数が制限

される中での効率的な防除対策を構築するため，種々の

病害虫の発生を把握する必要があった そこで，本県で

栽培されていた「つや姫Jの数種病害について発生実態
調査を行った

本調査の「つや姫j栽培ほ場において，葉いもちの発

ひとめぼれ (n=17)

第5図稲こうじ病の株あたり病粒数の比較

図は箱ひげ図でひげ.最大~最小，箱:四分位範囲，
箱内の横線:中央値， n:調査ほ場数を示す.
Wilcoxonの順位和検定 **:品種聞に 1%水準で有
意差あり
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